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Ｐ2～Ｐ3 

まちのなかのひかりとかぜ。 

特定非営利活動法人サポートセンター・ビーイング（湯沢市） 

光希屋（家）（大仙市） 

 

Ｐ4～7 

特集 

改めて、 
ＮＰＯの現状をふりかえる 
・『ハンサン』の編集をふりかえって 

・情報誌の役割を見直す 
 

P8   インフォメーション 

P8   サポートセンタースタッフのつぶやき 

Ｐ1今月の表紙「世界初のウインタースポーツ 

  “スポーツ YUKIYOSE”誕生」 

2 月 23 日、横手高校野球グラウンドで「“スポーツ”YUKIYOSE 世界

大会」が開催されました。若者会議や NPO 法人トップスポーツ・コ

ンソーシアム秋田等による実行委員会の主催。雪を地域資源として活

用するとともに、楽しく除雪する機会を作ることで除雪ボランティア

等に取り組むきっかけをつくることを目的としています。 

「雪よせはスポーツだ！」を合言葉に、全県から集まった 20 チーム

が雪をも溶かす勢いで熱戦を繰り広げました。若手参加者が多い中で

したが、昭和 30 年代生まれのメンバーによる「昭和 30’s」が寄せた

雪よせエリアのその綺麗だこと！除雪技術の学びあいも促進される

1 日になりました。 
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地域の中で安心して生きられる支援を 

いつの時代も親は子どもを気にかけ、歩みゆく先

の幸せを願います。しかし、障がいがある子どもを

育てる親は、わが子の将来に幸せを見出すことがで

きず、不安の中に悩み苦しむことが多くあるといい

ます。 

NPO 法人サポートセンター・ビーイングは、知

的障がいのある人たちが、生活の場がどこにあろう

とも、生きがいのある安定した生活が出来る地域社

会をつくるための活動をしています。きっかけは施

設解体が叫ばれ、法律が変わる中で施設入所の親た

ちが大変動揺した時期、平成 14 年に親たち 60 名

立ち上げた会でした。当事者として地域全体で障が

いのある方々の支援をしていきたいと感じてきた

寺門さんは、自身の想いや育児体験を同級生に伝え

たといいます。そして親のみならず、一般の人たち

で運営、経営する団体としてスタートしました。 

 

仲間とともに、地域とともに 

現在会員は 230 人。家族がお互いに悩みを打ち

明け、前向きな生き方を模索するための集いを活動

の核としながら、地域の方に障がいに対する理解を 

深めてもらうための講演会などを開催しています。

また、障がい者スポーツの普及にも力を入れ、卓球

バレーやフライングディスク等を楽しむイベント

を開催しています。活動には地域住民や学生ボラン

ティアの参加があり、開催を重ねる度に地域におけ

る理解と支援の輪が広がっていると寺門さんは感

じています。地域全体で障がいのある人たちを支援

しようという温かい雰囲気に、当事者やその家族の

中には抱えていた不安が和らぎ、湯沢に根を張って

生きることを決めた方もいます。寺門さんは「障が

いがあってもこの地域で生きていけると希望を見

出した方がいることが本当に嬉しい。そんな活動が

できるのは、得意分野を活かして会を支えてくれる

メンバーのおかげ。今後は若い世代に引き継ぐため

の仕組みをつくりたい」と語ります。 

寺門さん宅にはいつの頃からか、コンクリートの

わずかな隙間に人知れず根を張り、咲き始めた小さ

な青い花があります。「障がいがあってもありのま

まの命を輝かせながら、地域の中で共に生きていこ

う」―エールを送り続ける団体の熱い想いは「幸せ

の青い花」として逆境を乗り越え、美しく咲き続け

ていくことでしょう。 

まちのなかのひかりとかぜ。 
地域でかがやく団体・企業をウォッチング 

THEME_ボランティア団体/NPO 

希望を持って生きられる 

地域をめざして 
～知的障がい者とその家族、地域をつなぐ～ 

DATE_団体情報 

NPO 法人サポートセンター・ビーイング（湯沢市） 

代 表／寺門 敏子さん 

連絡先／TEL. 0183-52-3596 

●秋田県ボランティア・NPO活動ニュース県南版「ハンサン」3月号 p.2● 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THEME_CB（コミュニティビジネス）  

 

ふれあうことで 

絆と信頼を築く場所 

DATE_団体情報 

光希屋
ひ き や

（家）（大仙市） 

代 表／ロザリン ヨンさん 

連絡先／1coin.furatto@gmail.com 

 

再出発の休憩所ワンコインカフェ「ふらっと」 

昨年、大仙市にひきこもリや不登校で悩む若者の

自立支援を行う団体「光希屋（家）」が設立されま

した。代表のロザリンヨンさんはマレーシア出身。

自身も辛い経験をし、平成 22年から日本の大学で

ひきこもりについて研究をしてきました。研究を進

めるにつれて直接当事者とふれあいたいと考える

ようになり、平成 25年に大仙市に拠点を構えたと

いいます。 

団体名には、コミュニティビジネスの場という

意味をこめた「屋」と、みんなの居場所という意

味を込めた「家」の 2 つの漢字を使いました。

光希屋（家）では、月曜日から金曜日までの日中

に、ひきこもり・不登校自立サポート事業として

空き店舗を活用したワンコイン・カフェ「ふらっ

と」を開催しています。自立して社会に出るまで

の 1つのステップとして居場所を訪れ、100円で

お茶を飲みながらのんびり過ごす仕組みです。ス

タッフも経験者や当事者なので悩みを共有でき

るほか、スタッフにとっても社会参画する機会に

もなっているといいます。 

達成感を味わえる交流の場 

「足湯マッサージプロジェクト」 

今年度、光希屋（家）では「足湯マッサージプロ

ジェクト」を企画し、第 10回あきたスギッチファ

ンド助成事業に採択されました。これは、当事者が

職業訓練としてプロの指導のもとで足首ケアの訓

練を受け、地域の高齢者にサービスを提供するとい

うもので、3 月 23 日に実施されます。技術を身に

つけてサービスを行うことによって当事者の達成

感や自己肯定感などを育み、社会参画や自立への第

一歩となることを目的としています。マッサージを

受ける高齢者にとっては、若者と交流できる機会に

もなります。 

ロザリンさんは「ひきこもり支援は善意だけでは

なく、ありのままの本人を受け入れ認めることが大

事」と言います。今後は NPO 法人化も視野に入れ、

活動を発展させていきたいと考えています。ふらっ

とカフェはとても落ち着くみんなの居場所。誰でも

利用できますので、ぜひ笑顔の素敵なロザリン店長

に会いに行ってみてください。 

●秋田県ボランティア・NPO活動ニュース県南版「ハンサン」3月号 p.3● 

▼大仙市大曲須和町 1-6-46 

平日 11 時～17 時、土日祝日はお休み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
信
頼
性
、
薄
れ
る
？ 

高
城 

議
員
立
法
で
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
施

行
さ
れ
た
の
は
、
平
成
10
年
の
こ
と
で
し
た
。

あ
の
頃
の
高
揚
感
は
今
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
き
を

見
せ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
平
成
22
、
23

年
に
は
「
新
し
い
公
共
」
の
担
い
手
と
し
て
市
民

の
居
場
所
と
出
番
の
創
出
が
謳
わ
れ
、
予
算
措
置

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
新
し
い
公
共

の
担
い
手
と
な
る
全
国
の
地
域
づ
く
り
団
体
が

事
業
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

事
業
目
的
の
設
定
や
資
金
の
使
途
管
理
な
ど
が

十
分
で
は
な
か
っ
た
団
体
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
初
の
期
待
に
応
え
き
れ
な
か
っ
た
部
分
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

和
田 

被
災
者
支
援
関
連
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
一
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
不
祥
事
が
発
覚
し
ま
し

た
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
世
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
見
る
目
が
厳
し
く
な
り
、
き
ち
ん
と
し
た

活
動
を
地
道
に
行
っ
て
き
た
方
々
が
迷
惑
を
被

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
体
へ
の

信
頼
感
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。 

畠
山 

そ
の
雰
囲
気
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
全
国
的

な
動
き
と
連
動
し
て
、
秋
田
県
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

支
援
が
薄
れ
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
県
全
域
に
11
万
人
以
上
い
る
と

言
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
も
し
も
活

動
し
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
地

域
の
中
で
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

和
田 

高
齢
化
率
日
本
一
の
秋
田
県
だ
か
ら

こ
そ
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
助
け
合
い
活

動
は
絶
対
に
必
要
で
す
よ
ね
。 

高
城 

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
し
て
も
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

襟
を
正
し
て
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
に
は
や
は
り
会
計
経
理
を
き

ち
ん
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
と
て
も
良
い 

  

高城 憲子 
Noriko Takagi 
 

(特活)秋田県南 NPO 

センター 

事務局長 

畠山 順子 
Jyunko Hatakeyama 
 

(特活)あきた 

パートナーシップ 

副理事長 

和田 成達 
Seitatsu Wada 
 

(特活)秋田県北 NPO 

支援センター 

事務局長 

活
動
を
し
て
い
る
の
に
、
会
計
経
理
が
苦
手
で
運

営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
団
体
も
多
く

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
中
間
支
援
と
し
て
ま
ず
は

そ
の
部
分
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
情
報
発
信
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
知
度
を
高
め
る 

畠
山 

先
日
、
地
域
で
の
困
り
事
を
ど
う
解
決
で

き
る
か
悩
ん
で
い
る
方
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

「
地
域
の
た
め
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
活
動
を

し
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
り
、
そ
れ
を
私
た
ち

の
セ
ン
タ
ー
が
支
援
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
伝
え

る
と
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
市
民
に
と
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ま
だ
ま
だ
身
近

な
存
在
と
は
言
え
な
い
し
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
も
低
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
た
出
来
事
で
し
た
。 

高
城 

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
団
体
活
動
の
発

信
を
支
援
す
る
こ
と
も
中
間
支
援
組
織
の
役
割

の
一
つ
で
す
よ
ね
。
理
想
は
個
々
の
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
た
ち
の
活
動
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
で
す
が
、
そ
れ
が
難
し
い
団
体
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
団
体
の
現
状
な
ど
も
含
め

た
幅
広
い
情
報
を
蓄
積
し
、
団
体
活
動
を
手
助
け

す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
市
民

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
理
解
と
参
加
の
促
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

畠
山 

そ
れ
を
担
う
の
が
こ
の
情
報
誌
や
市
民

活
動
情
報
ネ
ッ
ト
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
も
今
の
時

代
に
沿
っ
た
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
て
、
こ
れ
を

も
っ
と
広
く
一
般
の
人
た
ち
に
届
け
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

和
田 

支
援
セ
ン
タ
ー
自
体
の
認
知
度
を
高
め

る
必
要
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
個
々
の
団
体
の
成
長

や
活
動
の
成
果
を
高
め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
自
分
た
ち
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
地
縁
組
織
が
つ
な
が
る 

畠
山 

私
た
ち
は
自
治
会
と
一
緒
に
事
業
を
す

る
機
会
を
作
っ
た
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
相
談
を
受

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
か
ら
外
に
出
て

行
動
を
起
こ
す
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。 

高
城 

そ
う
で
す
ね
。
地
域
と
関
わ
り
合
い
を
持

つ
こ
と
で
そ
の
地
域
や
団
体
の
現
状
を
把
握
し
、

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
も
中
間
支
援
組
織
の
役

割
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
解
決
の
た

め
の
事
業
を
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
り
、
必
要
な

機
関
に
つ
な
い
だ
り
、
時
に
は
政
策
提
言
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
事
業
に
は
自

治
会
や
地
域
団
体
、
行
政
な
ど
を
巻
き
込
み
、
協

働
で
実
施
す
る
こ
と
の
相
乗
効
果
で
互
い
に
成

長
し
て
い
け
る
ん
で
す
よ
ね
。 

畠
山 

秋
田
県
の
特
徴
は
県
内
3
ヶ
所
に
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
。
全
県
に
支
援
が
行
き
渡

る
よ
う
に
、
一
緒
に
事
業
を
し
た
り
、
互
い
に
情

報
共
有
を
し
た
り
で
き
て
い
る
の
は
全
国
的
に

珍
し
い
事
例
で
す
。
こ
の
体
制
を
崩
さ
ず
、
各
地

の
現
状
を
調 

査
し
、
協
力 

し
合
っ
て
必 

要
な
支
援
を 

し
て
い
き
た 

い
で
す
ね
。 

和
田 

専
門 

的
ノ
ウ
ハ
ウ 

で
以
て
行
政 

や
企
業
地
域 

を
支
援
し
て 

い
け
る
よ
う 

、
若
い
ス
タ 

ッ
フ
を
育
て 

つ
つ
、
頑
張 

っ
て
い
き
た 

い
で
す
。 

●秋田県ボランティア・NPO活動ニュース県南版「ハンサン」3月号 p.4● 

社会に急激な変化が起きている今、

NPO をとりまく状況もその例外では

ない。県内 3 地区の市民活動サポー

トセンターのスタッフに聞いた。 

特別鼎
てい

談  

改めて、ＮＰＯの 

現状をふりかえる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

表題のごとく、今年度は誰もがさりげなく読める

ような、身近で親しみやすい紙面づくりに尽力した

1 年間でした。それを表すものとして、子どもたち

が関わる活動を紹介した「わくわくげんき」のコー

ナーと地域の基幹産業でありユニークな取り組み

が豊富な食や農をテーマとした「その食を巡るスト

ーリー。」を新設。 

「わくわくげんき」は、横手高校定時制の生徒の

みなさんのご協力のもと、生き生きとした文章表現

と主催者や子どもたちの顔の見える写真を掲載し

たことで、読者アンケートでは「楽しそう」「臨場

感が伝わった」という回答が多く、その場の雰囲気

を味わってくれた方が多かったように感じました。

料理レシピ付きで紹介した「その食を巡るストーリ

ー。」は一番反響が多く、「興味深かった」「団体活

動で料理実習をするときに、レシピのメニューを作

ってみたい」という声を頂きました。当初考えたね

らいに立ち返ってみると、それまで市民活動に馴染

みのなかった方にとっても、その親しみを持って頂

くことができたのではないかと思います。来年度は

これをさらに推し進め、興味を持ってくださった方

が関わるきっかけや仕掛けを作っていきたいです。 

特集のコーナーで隔月掲載した鼎談記事は、単な

る活動紹介記事に留まらず、団体と編集者、また、

団体と団体同士の双方向性の中から新しい価値を

生み出したいというねらいで創設したものです。子

育て、共助、雪をテーマに 3 回の企画を実施し、共

通の目的を持った市民活動団体や行政の方にお集

まり頂きましたが、これほど効果が目に見えたコー

ナーは他にありませんでした。どの回でも、その場

の中から前向きな話が飛び出しましたし、団体にと

っては鼎談後にその活動が変化したり、行政にとっ

ては市民活動団体の活動の必要性に気づき、協力・

支援していこうという動きが生まれたりしました。 
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今年度の『ハンサン』の編集をふりかえって 

市民活動に携わる方の 

裾野を広げたい 

『ハンサン』編集長 

高橋 幸子 

このようなコーディネート・ネットワーキングによ

って相乗効果を生むことは中間支援組織の大きな

役割であると、意義を実感した企画でした。 

県南地区の市民活動や CB・CSR 活動を紹介した

「まちのなかのひかりとかぜ。」は、他団体の活動

を知りたいと考える方々にとって根強い人気があ

り、知ることで安心したり刺激を受けたりするとこ

ろもあったようです。 

しかしながら、せっかく読み応えがあり役立つ記

事を作っても、インターネットでの配信のみとなる

と情報を見られる方が限られてくるという課題が

あります。市民活動に関わる方の年齢層、パソコン

やインターネットの利用率等を考えると、やはり紙

媒体で配信していくことが必要です。今年度、当法

人では自主事業として情報誌の一部を印刷し、200

部限定で郵送させて頂きましたが、それでは新たな

読者（＝今後市民活動の担い手に成りえる方々）へ

伝えることができないことから、限られた予算の中

で情報を必要とする方にどう伝え、どう広く一般の

方にも届けていくのか検討を続けたいと思ってい

ます。同時に、インターネットを利用できる方に『ハ

ンサン』を見てもらえるシステムも構築していきた

いです。課題は多くありますが、市民活動団体のみ

なさんにとって有益な情報や機会を提供していく

ため、尽力していきます。来年度もぜひ『ハンサン』

をご覧頂き、活動に役立てて頂ければ幸いです。1

年間、ありがとうございました。 

 

制度をめぐって 

ＮＰＯ法が見直しの時期にあり、ＮＰＯにとってあるべ

き仕組みづくりの協議や、認定ＮＰＯ法人の認証数や会

計基準の導入率などの調査が行われています。これらの

制度は、団体としての自立を促し、寄付を集められるよ

う応援する趣旨によるものです。今一度、これらの主旨

や内容を確認し、取り入れていきませんか。 

 

幸子さん写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政から受けるサービスや支援に満足するだけ

ではなく、自分たちで主体的に活動していると

ころが私たちの活動の魅力であると改めて感じ

ました。鼎談に参加したことで、活動のスタイ

ルや目的などを見直すきっかけになり、現在さ

らによりよい子育て情報誌を作り、発信できる

ように話し合いを進めています。 
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今年度、情報誌『ハンサン』に掲載した団体のみな

さんに、取材や情報発信がどのような意味を持ち、

現在の活動に活かされているか伺いました。編集部

もこれを次年度への励みとし、より役立つ情報発信、

活用をしていきます。ありがとうございました。 

取材団体からのメッセージ 

情報誌の役割を見直す 

～取材を受けて感じたこと、 

活かしたことを伺いました～ 

日頃からお顔を合わせている団体の方との鼎談

でしたが、改めて子育て支援やサークル活動への

想いや考えを聞くことができ、頼もしさと新鮮さ

を感じました。行政が先走っても子育てしやすい

横手は築けないことを改めて思います。今後も市

民活動団体のみなさんと相談しながら支援を進

めていきたいです。 

普段の業務では懇談する機会のない、民間の除雪ボランティア団体の方々か

ら生の声を聞くことができ、今後の業務推進に大いに参考になりました。地

域における除雪ボランティアの役割は、今後ますます大きくなると予想され

ます。行政として、それらの団体同士の意見交換の場を設ける必要性を感じ、

検討することにいたしました。 

記事をコピーして、横手市高齢ふれあい課と社会

福祉協議会の職員に配りました。そのこともあっ

てか、この横手でも社協が窓口となって除雪ボラ

ンティア事業の取り組みに着手するようです。行

政の動きが見えて大変うれしく思っております。

鼎談にはとても満足しています。 

たざわ村も保呂羽地区も除雪ボランティアが行

政主導ではなく、住民主導で行われていること

に感銘を受け、岩崎地区の有償ボランティア事

業に勇気をつけてもらったように感じます。他

地域の活動を知ることは、井の中の蛙にならな

いためにも大事なこと。こういった機会を設け

ていただき感謝いたします。 

松井 美和さん 
 

8月号特集鼎談 

「横手市のきらっと光る

子育て支援のヒミツ」 

横手の子育て応援誌おも

ちゃばこ 副代表 

高橋 牧子さん 
 

8月号特集鼎談 

「横手市のきらっと光る

子育て支援のヒミツ」 

横手市子育て支援課 

児童家庭担当 

高橋岩五郎さん 
 

10月号特集鼎談 

「集落の元気は 

我だぢでつくる」 

NPO法人岩崎NPO 理事 

小野 宏一さん 
 

12月号特集鼎談 

「雪とともに生きる」 

横手除雪ボランティアの

会 代表 

石川 至さん 
12月特集鼎談「雪とともに生きる」 

秋田県地域活力創造課 雪対策・地域支援班班長 
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『ハンサン』で活動を紹介していただいたこと

で、生徒のモチベーションが高まりました。ま

た研究発表大会の資料や県教育委員会への報告

にも、記事を使わせていただきました。自分た

ちの活動内容が説明しやすくなりました。 

食堂・余目そば処に『ハンサン』を置いてお客さ

んに読んでもらっています。記事を読まれたお客

さんからは心温まる励ましの言葉をいただき、会

員の士気・高揚に大きな影響力を感じました。今

後も地域住民ボランティア精神を大切に持続可

能な活動を続けていきます。 

昨年12月に道の駅十文字と道の駅おがちで実施

した「フィリピン台風義援金募金」では多くの個

人、団体の方から協力をいただくことが出来まし

た。これも当会を取材していただき、掲載された

ことによる知名度の成果の表れと思っておりま

す。この機会にご協力いただいたみなさまに御礼

を申し上げたいと思います。 

会員一同、背中を押していただいたようで力強

さを感じました。周りの方からは「頑張ってい

るね」と声をかけてもらうことが増えました。

『ハンサン』は幅広い年代かつ素敵な活動にス

ポットが当てられていて感心します。「その食を

巡るストーリー。」のレシピを来年度の「栄養と

調理」の活動に提案したいと思います。 

三浦 朋美さん 
 

8月号「その食を巡るスト

ーリー。」 

湯沢翔北高等学校 教諭 

加藤 加一さん 
 

7月号「その食を巡るスト

ーリー。」 

大仙市余目いきいき会議

協議会 顧問 

上法 篤子さん 
 

7月号「まちのなかのひか

りとかぜ。」 

若竹元気くらぶ 代表 

菅 日出男さん 
 

12 月号「まちのなかのひ

かりとかぜ。」 

サンパギータの会 

事務局長 

活動を紹介していただいたことで、遠方からのお

客さんも足を運んでくれるようになりました。ま

た団体の研修体験でも利用されるようになって

います。記事は、今年度の市の補助事業への実績

報告の際に添付させていただきました。私たちの

カフェにも『ハンサン』を置きたいです。 

いつも他のNPOの活動紹介を興味深く拝見して

います。今回取材を受けて、今までお世話にな

っている方々や当施設の商品をお買い上げいた

だいたお客様に、日々の活動の状況や経緯を知

っていただく機会になったと思います。 

石橋 洋平さん 
 

10 月号「まちのなかのひ

かりとかぜ。」 

NPO法人「太陽の園」 

事務局長 

菅 トミ子さん 
 

8月号「まちのなかのひか

りとかぜ。」 

秋の宮温泉郷たんぽぽ

club 会長 
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市民活動団体のみなさん、３月になり年度末の事業報告書

や活動計算書の作成にお忙しいことでしょう。 

少子高齢化率全国№１秋田県。そんな秋田の元気のもとに

なるみなさんの活動がもっと広がるためにお手伝いできるこ

とを感謝しております。秋田県南ＮＰＯセンターは中間支援

ＮＰＯとして『ハンサン』の編集等の市民活動支援に携わっ

てきました。また南部男女共同参画センターの運営、地域課

題に挑戦する若者たちの支援や、高齢化の進む地域の共助組

織の立ち上げ支援、次代を担う子どもたちに文化芸術の体験

事業の提供など実施してきました。今後も地域が元気になる

活動を地域のみなさんと共に推進して行きます。本年度も『ハ

ンサン』をご愛読いただき、ありがとうございました。 

センター長 

高城 憲子 

南部市民活動サポートセンター 
 

〒013-0046 横手市神明町 1-9 

TEL.0182-33-7002 

FAX.0182-33-7038   

E-mail.ssc7002@luck.ocn.ne.jp  

http://www.akita-kenmin.jp/ 

hg030001 
 
【相談受付】月・火・水・金  9：00～18：00   土  9：00～17：00 

【休館日】木曜日・年末年始（12/29～1/3） 

 

 

サポセンスタッフの 

 
 つ ぶ や き 

VOL.10 
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INFORMATION       Event イベント情報 

TERM                    2014/03/17 - 2014/04/04 

  
第 78 回鑑賞活動「ふたりはともだち」 
     

「ぼくはいつもきみのそばにいるよ」あのすてきなおはなしが人

形劇になってやってくる。ふたりの人形つかいが演じるローベル

の世界。 

 

日時：3 月 25 日（火）19：00～20：00 

場所：サンサン横手（横手市） 

参加費：入会金 200 円 月会費 800 円  

問合せ：横手おやこ劇場 

TEL/FAX.0182-33-0812（火・金 11：00～15：00） 

 

  
アートセラピー教室 

 
 

アートには心を開放する力があると言われています。悩みがある

方、今後の方向性を確認するために気持ちの整理をしたいと考え

ている方、ぜひご参加ください。 

 

日時：3 月 28 日（金）14:30～16:00 

場所：ワンコインカフェふらっと（大仙市） 

参加費： 1500 円  定員：5 名（要申込） 

申込・問合せ：光希屋(家） 

TEL.070-5373-2324 

3/25 

3/28 

  
ママスポット イースターエッグ 

     
会場のあちこちにお菓子の入ったタマゴが隠されているよ。みん

なで探そう！英語の先生による読み聞かせもあり。遊びに来て

ね。 

 

日時：3 月 17 日（月）11：00～11：30 

場所：わんぱく館（横手市） 

参加費：無料   主催：マムチャくらぶ 

問合せ：わんぱく館 

TEL.0182-32-6933 

 

しゃべるヴェⅡ 
 
   
共助組織と社会貢献を考える企業の連携による良好な仕組みを

構築した事例紹介を参考に、より斬新な支え合いの仕組みについ

て意見を交わしましょう。 

 

日時：3 月 18 日（火）18：30～20：30 

場所：南部男女共同参画センター（横手市） 

参加費：100 円（お菓子ドリンク付き） 

申込・問合せ：南部市民活動サポートセンター 

TEL.0182-33-7002 

3/17 

3/18 

   
いのちと原発について考える 

 
 

放射線での被ばく労働でわが子失った女性の講演、いのちと原発

をテーマに考えます。どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

日時：4 月 4 日 (金) 13:30～16:30 

会場：名水市場湧太郎「国の誉ホール」（美郷町） 

講師：嶋橋美智子さん、佐々木道範さん（NPO 法人チーム二本

松）、高名和丸さん（真宗大谷派正行寺住職） 

参加費：無料 

問合せ：いのちと原発について考える実行委員会 

TEL.0187-84-1264（枝川さん） 

4/4 

    
モミガライト製造実演 

 
 

災害時における代替燃料としてもみ殻を利活用した再生可能エ

ネルギー「モミガライト」に触れてみませんか。 

 

日時：3 月 21 日 (金)10：00～12：00 

場所：JA こまち中央カントリーエレベータ敷地内（羽後町） 

定員：40 名（要申込） 

参加費：無料 

締切：3 月 17 日（月） 

申込・問合せ：大坂さん、岩村さん 

 TEL. 090-9741-7579（岩村さん） 

 3/21 


